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　三好町長は２月２１日の町議会本会議において、平成２０年
度の施政方針演説を行い、大磯を元気にするために、社会
環境の変化や町民ニーズを踏まえ、「簡素で効率的な機能
を持った行政」を目指して、大磯町の第四次総合計画に着
実に取り組むとともに、その基盤となる行財政改革を一層
推進するとの考えを表明しました。 
　施政方針の全文は、町民情報コーナー、町ホームページ
で閲覧できます。 
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地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
地

方
分
権
推
進
計
画
の
内
容
に
基
づ
き
取
り

ま
と
め
ら
れ
た「
地
方
分
権
一
括
法
」が
施

行
さ
れ
て
以
来
、「
地
方
税
財
政
制
度
改

革
」
い
わ
ゆ
る
三
位
一
体
の
改
革
や
、「
地

方
分
権
改
革
推
進
法
」
が
施
行
さ
れ
、
明

治
維
新
や
戦
後
改
革
に
次
ぐ
「
第
三
の
改

革
」
と
も
言
わ
れ
る
大
き
な
変
革
期
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
方
は

「
自
ら
の
地
域
の
こ
と
は
自
ら
の
意
志
で

決
定
し
、
そ
の
財
源
・
権
限
と
責
任
も
自 

ら
が
持
つ
」
と
い
う〝
地
域
主
権
型
社
会
〞 

へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
こ
と
は
、
人
材
や
財
政
力
の
豊
富

な
自
治
体
に
お
き
ま
し
て
は
、
裁
量
権
の

拡
大
等
に
よ
り
地
域
の
実
状
に
応
じ
た
魅

力
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
可
能
と
な
り
ま
す

が
、
小
規
模
な
自
治
体
、
財
政
基
盤
の
弱

い
自
治
体
等
で
は
、
今
後
住
民
福
祉
の
後

退
や
財
政
破
綻
の
危
険
性
が
増
す
な
ど
大

変
厳
し
い
状
況
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
地
方
分
権
の
流
れ
に
対
処
す
る

た
め
、
第
３
次
行
政
改
革
の
も
と
財
政
健

全
化
計
画
や
職
員
定
員
適
正
化
計
画
等
を

策
定
し
、
自
立
し
た
行
財
政
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
団
塊
世
代
の
退
職
や
少
子
高

齢
化
に
よ
る
勤
労
世
帯
の
減
少
は
現
実
の

も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
う
え
、
個
人
住
民

税
の
減
収
が
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
国
民
健
康
保
険
等
特
別

会
計
事
業
へ
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金

は
、
引
き
続
き
増
加
傾
向
に
あ
り
、
町
行

財
政
運
営
へ
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
平
成
20
年
度
は
大
磯

を
元
気
に
す
る
た
め
に
、
社
会
環
境
の
変

化
や
町
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
「
簡
素
で

効
率
的
な
機
能
を
持
っ
た
行
政
」
を
目
指

し
て
、
大
磯
町
の
第
四
次
総
合
計
画
に
着

実
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
そ
の
基
盤
と

な
る
行
財
政
改
革
を
一
層
推
進
す
る
予
算

編
成
を
行
い
ま
し
た
。 

 

　
予
算
規
模
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
財
政

健
全
化
の
基
本
方
針
に
沿
っ
た
取
り
組
み

を
進
め
、
全
体
と
し
て
抑
制
型
予
算
と
し

つ
つ
、
重
点
施
策
の
選
択
に
努
め
そ
れ
ら

施
策
、
事
業
を
着
実
に
推
進
す
る
予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
。 

　
一
般
会
計
で
は
、
80
億
６
，２
０
０
万

円
で
、
特
別
会
計
５
会
計
を
加
え
た
予
算

総
額
は
162
億
１
，２
０
０
万
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

　
重
点
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、「
地
震

防
災
対
策
の
推
進
」、「
治
安
向
上
に
向
け

た
取
組
」、「
保
険
、
医
療
、
福
祉
を
担
う

人
材
の
確
保
」、「
子
育
て
支
援
の
充
実
」、

「
高
齢
者
、
障
害
者
福
祉
の
推
進
」
な
ど

『
町
民
生
活
の
安
全
、
安
心
を
確
保
す
る

施
策
』。 

　
ま
た
、「
西
部
地
区
の
都
市
基
盤
整
備

の
推
進
」、「
公
共
下
水
道
事
業
の
推
進
」、

「
観
光
事
業
の
推
進
」、「
生
活
交
通
対
策

の
促
進
」
な
ど
『
地
域
の
活
力
を
増
進
す

る
施
策
』。 

　
ま
た
、「
教
育
施
設
の
整
備
、
推
進
」、

「
小
学
校
１
年
生
の
35
人
学
級
編
制
の
実

施
」、「
教
育
指
導
や
教
育
相
談
の
充
実
」

な
ど
『
良
好
な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
施

策
』。 

　
そ
し
て
、「
ご
み
処
理
広
域
化
の
推
進
」、

「
食
育
の
推
進
」、
な
ど
『
当
面
す
る
課
題

に
的
確
に
対
応
す
る
施
策
』
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。 

　
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し

て
は
、「
職
員
数
削
減
の
継
続
的
な
取
り
組

み
」、「
事
業
仕
分
け
の
実
施
」、「
民
間
活

力
の
活
用
」、「
窓
口
延
長
日
の
拡
充
」、
な

ど
『
行
政
シ
ス
テ
ム
改
革
』
を
行
う
と
と

も
に
、「
高
利
率
の
町
債
の
借
り
換
え
」
な

ど
『
財
政
健
全
化
の
基
本
方
針
』
に
沿
っ

た
取
り
組
み
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
就
任
２
年
目
と
な
る
新
年
度
は
町
の
重

要
課
題
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
成
果
を
反
映
し
、
〝
元

気
な
大
磯
〞
の
実
現
に
向
け
て
本
格
的
に

取
り
組
む
年
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

　
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く

中
で
、「
元
気
な
大
磯
」
の
実
現
を
目
指
す

た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
手
法
を
見

直
す
と
と
も
に
機
構
改
革
を
実
施
し
、
一

歩
踏
み
込
ん
だ
行
政
改
革
を
す
す
め
る
こ

と
は
も
と
よ
り
、
町
民
の
皆
様
と
の
「
協

働
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
何
よ
り
も
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
町
民
の
皆
様
、
及
び
議
員
各
位
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
平
成
20
年
度
の
施
政
方
針
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

た
ん 

ぐ 


